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保健管理センターのあり方(第２報)
－学生の声から、学生支援センターを考える－
永石 喜代子・大野 泰子・寺田 圭吾・山本 あす美
What health management center should be
An idea of how to manage students support center with student's voice
Kiyoko Nagaishi, Yasuko Ono, Keigo Terada and Asumi Yamamoto
It is not so difficult that we can find students who don't have adaptation such
as are inactive，easily depressed and become to be irritated when things are not
well done．
They visited support center in order to consult with us，with anxieties of human
relation and study．
Support center analyzes students who visited here and search what they want
for us．
Trying to listen to students and face to face with them，we counsel them on the
matter of health.
On the other hands, student’s problems increased and they are complicated.
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本学の保健管理センターの来室状況を述べる。表１は、来室者数（延べ人数）平成 18 年、19 年、
20 年の４月～11 月のデータである。
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表１ 保健管理センター来室者数(Ｈ18 年度４月からＨ20 年 11 月まで)
来室者 延べ人数（人） 来室目的（人）
月 年 度 合 計 1日平均 女 子 男 子 休養処置 相 談
18年 10 0.5 10 0 10 0
19年 30 1.4 26 4 16 14４月
20年 382 20.1 319 63 91 291
18年 12 0.6 12 0 9 3
19年 118 5.6 110 7 74 44５月
20年 568 28.4 454 114 98 470
18年 59 2.8 45 14 50 9
19年 457 22.9 403 54 167 290６月
20年 602 28.6 508 94 147 455
18年 89 2.9 88 1 86 3
19年 382 20.1 291 91 126 256７月
20年 574 26 452 122 121 453
18年 27 0.8 25 2 24 3
19年 115 23 87 28 40 75９月
20年 254 42.3 216 38 31 223
18年 61 2 57 4 53 3
19年 527 24 379 145 107 42010月
20年 851 40.5 742 109 124 727
18年 43 1.4 39 4 39 4
19年 596 28.4 431 159 121 47511月
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対象：本学全学生 対象者 248 名 有効回答数 190 名（78.6％）
質問内容と尺度：学生生活については、「あなたの学生生活はいかがですか？」との設問につい
て、学生の現在の生活状況を平成 20 年 11 月に調査した。
学生生活は ①楽しい ②充実している ③疲れている ④いらいらする ⑤不安 ⑥腹が立つ
⑦悲しい ⑧辛い ⑨その他からの複数回答を求め、その理由の記述を求めた。
その結果、表２に示すように、充実していると答えた学生は、学生全体の 28.9％であった。１年
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１年 ２年 １年 ２年 １年 ２年
楽しい 42.9% 41.7% 31.8% 30.6% 31.9% 20.0% 35.1% 26.9% 31.1%
充実している 28.6% 50.0% 40.9% 33.3% 17.0% 26.7% 25.8% 32.3% 28.9%
疲れている 46.4% 33.3% 59.1% 44.4% 63.8% 28.9% 57.7% 35.5% 46.8%
いらいらする 17.9% 25.0% 13.6% 13.9% 46.8% 13.3% 30.9% 15.1% 23.2%
不安 35.7% 41.7% 31.8% 5.6% 31.9% 13.3% 33.0% 14.0% 23.7%
腹が立つ 3.6% 0.0% 13.6% 11.1% 27.7% 8.9% 17.5% 8.6% 13.2%
悲しい 0.0% 8.3% 9.1% 0.0% 14.9% 4.4% 9.3% 3.2% 6.3%
辛い 3.6% 0.0% 13.6% 5.6% 25.5% 0.0% 16.5% 2.2% 9.5%
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護教諭が支援した 1 校平均の子どもの支援人数は、小学校 14.8 人、中学校 34.8 人、高等学校 31
人であった。(図４) 11)
さらに養護教諭がかかわった保健室登校・別室登校の 1 校あたりの平均の人数は小学校 1.3 人、



























図４ 養護教諭１人当たりの 1 校平均子どもの支援人数
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図４ 養護教諭１人当たりの 1 校平均子どもの支援人数

















図５ 養護教諭が関った保健室登校・別室登校の 1 校平均人数
学校保健の動向 財）日本学校保健会 2006 年
表６ 養護教諭が必要と判断して支援したメンタルヘルスの主な問題と人数
学校保健の動向 財）日本学校保健会 2006 年
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図６ 学生の保健室機能優先項目調査 2008 年 1 月 鈴鹿短期大学
平成 19 年文部科学省学校基本調査速報によると、小中学校の不登校は平成 8～9 年から急激に増
加しつつあり、中学校においては全生徒数に占める不登校の比率は平成 3 年 1.04％から平成 18 年







































図６ 学生の保健室機能優先項目調査 2008 年 1 月 鈴鹿短期大学
平成 19 年文部科学省学校基本調査速報によると、小中学校の不登校は平成 8～9 年から急激に増
加しつつあり、中学校においては全生徒数に占める不登校の比率は平成 3 年 1.04％から平成 18 年
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